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思わない
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見たことがない
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市民意見の
市政への反映
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地域住民・組織団体と
行政のパイプ役
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行政のパイプ役

18%

国・県等と
市のパイプ役
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国・県等と
市のパイプ役
10%

議会からの
市政情報の発信役
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議会からの
市政情報の
発信役
8%

問３　市議会の役割で、期待すること、重要に思うことは。
　　 （複数回答あり）

問４　市議会の役割で、不足していることは。
　　 （複数回答あり）

問５　議会だよりなどによる活動内容のお知らせはわかりやすい
　　　と思いますか。

複数回答で議会の役割で期待すること、重要

なことに関しては、「市民意見の反映」を求

める声が最も多く、続いて「行政とのパイプ

役」「市政への政策提言や市政の監視チェッ

ク」を求める声と続いている。

議会の役割で不足していることは、問３

と同様の項目が同じ順位で上位を占めて

おり、多くの方が求めている議会の役割

を十分に果たせていないことが浮き彫り

となった。

議会だより等の活動内容のお知らせがわか

りやすいかについては、思う、思わないが

拮抗しているものの、半数に近い45％は

見たことがないと回答しており、関心の薄

さがうかがわれる。
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市民の皆さんへの市議会アンケート調査を行いました

問１　あなたの年齢とお住まいの地区は。

問2　市議会は市民の考えを反映して議論を行っていると思いますか。
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発行／茅野市議会
編集／議会広報部会
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長野県茅野市塚原二丁目６番１号
　☎ 0266－72－2101　
FAX 0266－73－7936
https://www.city.chino.lg.jp/

見出し写真　梅

1

　これまで茅野市議会では、市民から信頼される議会を目指して、様々な取
組を進めてまいりました。今回は市民の皆さんが市議会の現状やこれまでの
取組について、どのように受け止めているか把握し今後の議会活動を活性化
するために、アンケート用紙を全戸配布し令和2年9月23日から10月31日ま
での期間で調査を実施しました。
　回収方法は、各コミュニティセンター、ゆいわーく茅野、中央公民館、市
役所、ワークラボ八ヶ岳、市営温泉施設にアンケート用紙と回収箱を設置、
また郵送、ファックスにて受付と、インターネットからの回答で行いました。
回答者は562人でした。
　多くの市民の皆さんからご意見ご協力をいただき、ありがとうございました。

年齢構成は子育て世代の40代

までの回答は15％と少なく、

50代以上が84％と多い。若い

人の意見が反映されていない

側面もある。

市民の考えを反映しているか

について、「どちらかという

と」を含めた思う思わないの

評価は「思う」39％「思わ

ない」37％と拮抗している。

ちの市議会だより　第36号 24
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ちの市議会だより　第36号27

49%

28%

23%

64%

36%

総合的意見傾向

要件別

批判的、厳しい意見

・議員の勉強不足。議員の

　日常活動が不足している。

　何をしているかわからない。

・議員一人一人がわが身の

　問題として種々の問題を

　解決してほしい。

・市政などに遠慮、忖度なし

　で意見の言える体質作り。

・定数報酬削減。

問８　議会に求めるものは何ですか。（自由記載）

今回のアンケート結果を真摯に受け止め、議会力の向上と共に議会活性化につなげてまいりたい。

肯定的、建設的意見

・市民の議会への関心度のアップ。

・茅野市の情報発信力とうまくコ

　ラボできないか。

・市民と直接対話する場を増やす。

・住みよいまちへの政策。

・常に市、市民を見てまわり、改

　善をお願いしたい。

市への要望

・障害者施設を作ってほし

　い。

・人口減少対策。

・空き家移住促進。

・行政区の役員選出困難。

・介護問題。

・市民にとって便利なまち

　づくり。

議員個人に対する意見

・個人の偏見で進めないよ

　うにしてもらいたい。

・大きな声を聞くことだけ

　でなく、声に出せない小

　さな声に耳を傾け、市民

　と同じ目線で物事を考え

　る姿勢。

議会に対する意見

・市民の意見を聞く…

　市民の声を市政に反映してほ

　しい。地域住民の少数意見に

　ついてもっと丁寧に耳を傾け

　てほしい。市民と直接対話す

　る場を増やしてほしい。

・政策提言…

　議会活動の可視化。議会が何

　をしているかわからない。市

　民が興味を持つような議会。

　無関心な人が多い。

※以上が議会に期待することや

重要な点として考えられ、同時

に不足していることに反映して

いる。

そのほか、議員の資質向上や、

議員全員で市民の政治をしてほ

しい。といったご意見をいただ

いた。

そんたく

3

ちの市議会だより　第36号 26

問６　市議会の議論や活動を、わかりやすくするために必要なことは。（複数回答あり）

その他
4%

広報紙
『市議会だより』

の充実
34％

市議会
ホームページ
の充実
15%

　テレビ、
ネットによる
議会中継の拡大

16%

議会報告会
の充実
19%

議会の傍聴
機会の拡大

（夜間、土日開催）
9%

未記入
3%

未記入
13%

90～99点
3%

0～9点
1%

100点
1%

40～49点
4%

30～39点
4%

20～29点
2%

10～19点
3%

50～59点
15%

60～69点
21%

70～79点
23%

80～89点
10%

議会の議論や活動をわかりやすくするために必

要なことは、議会だより、ホームページ、報告

会の充実、TVやネットの議会中継の拡大を求め

る意見が多かった。

問７　市議会の現状は、100点満点で何点か。

評価点は平均60点

・評価点は優良可でいう「可」相当

・厳しい意見の反面、議会活性化を望む

　市民の期待がうかがえる。

「その他」でいただいた主な意見

・議会だよりなどの内容のレベルアップを。読みやすくしてほしい。

・Twitter、Instagram、LINEなどSNSの活用。

・説明・質疑・討論の内容の向上。

・市民と直接対話する場を増やす。

・議員を通じての議会の情報発信を。

・ビーナチャンネルやインターネットでは限られた人しか知ることが

　できない。
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り
、
変
更
等
が
生
じ
た
場
合
は
、
変
更

申
請
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。」

　
　
「
辺
地
債
の
償
還
期
間
は
何
年

　
　
か
。」

　
　
「
地
方
債
を
借
り
る
際
は
、
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物

　
　
の
耐
用
年
数
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
は
何
年
に
す
る
か
決
め
て
い
な

い
。」

　
こ
の
議
案
は
、
諏
訪
広
域
連
合
が
処

理
す
る
介
護
保
険
制
度
に
係
る
経
費
の

関
係
市
町
村
に
お
け
る
負
担
割
合
を
変

更
す
る
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
３
年
４
月
の
組

織
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
す

る
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減

諏
訪
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
65
号

茅
野
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
67
号

茅
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
70
号

答問
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に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の

も
の
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減
免
対
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み
は
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「
対
象
者
は
増
え
る
と
考
え
て
い

　
　
る
が
、
大
規
模
な
税
制
改
正
に
な

っ
て
お
り
、
影
響
額
や
人
数
を
推
計
す

る
こ
と
は
、
４
月
以
降
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
税
全
体
の
計
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
が
済
ま
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
給

与
所
得
、
年
金
所
得
の
方
は
、
影
響
は

考
え
ら
れ
な
い
。
営
業
、
農
業
、
不
動

産
な
ど
の
事
業
所
得
の
方
に
つ
い
て
は
、

基
礎
控
除
が
10
万
円
増
え
る
の
で
、
そ

の
分
負
担
が
減
る
と
考
え
て
い
る
。
来

年
度
の
税
収
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
か
な
り
所
得
が
落
ち
込
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
固
定
資
産
税
の
軽
減
処
置
で
課

税
標
準
を
１
／
２
又
は
０
に
す
る
と
い

う
措
置
も
あ
る
の
で
、
国
保
収
入
に
つ

い
て
は
か
な
り
減
る
方
向
と
考
え
て
い

る
。
国
保
に
関
し
て
は
、
加
入
世
帯
も

減
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
加
味
し

て
国
保
税
を
算
出
す
る
。」

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
ち
の
本
町
地
籍
）

可
決

議
案
第
64
号

経
済
建
設
委
員
会

松
山
　
孝
志

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
の
規
定
に
よ

り
市
道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。
ち
の

本
町
地
籍
で
宅
地
造
成
に
伴
い
新
設
さ

れ
た
道
路
の
認
定
。

　
　
「
認
定
道
路
は
勾
配
が
き
つ
く
、

　
　
急
勾
配
を
下
っ
て
き
た
水
が
道
を

越
え
て
、
下
か
ら
２
番
目
の
区
画
に
入

る
心
配
が
あ
る
。
業
者
に
は
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
し
た
か
。」

　
　
「
道
路
の
端
は
、
想
定
の
計
算
雨

　
　
量
は
十
分
の
め
る
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
施
工
条
件
で
、
業
者
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。」

答 問

答 問　　
「
今
回
の
造
成
地
は
、
長
い
袋
小

　
　
路
に
な
っ
て
い
る
。
袋
小
路
を
認

め
て
い
な
い
市
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
茅

野
市
の
考
え
は
。」

　
　
「
認
定
は
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
他
市
で
は
袋
小
路
は
引
き
取
ら
な

い
、
開
発
業
者
の
責
任
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
袋
小
路
は
、
通
り
抜
け

で
き
ず
不
便
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
こ

で
生
活
す
る
人
た
ち
か
ら
見
る
と
、
通

過
交
通
が
な
い
閑
静
な
住
宅
地
と
い
う

面
も
あ
る
。」

　「
鹿
の
食
害
と
、
星
を
見
る
に
は
よ
い

環
境
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
陳

情
を
採
択
し
、
行
政
に
も
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。」

「
市
が
進
め
る
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
、

関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
増
加
、
そ
ん

な
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
財
産
で
あ
る

八
ヶ
岳
の
自
然
環
境
に
食
害
、
光
害
の

対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
、
現
状
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
条
例
等
の
改
定
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。」

「
環
境
維
持
と
保
全
は
、
ぎ
り
ぎ
り
に

な
っ
て
か
ら
で
は
大
変
で
、
今
か
ら
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
部
分
で
あ

り
、
採
択
。」

現地視察の様子

採
択
の
意
見

山
岳
環
境
の
維
持
・
保
全
を
求
め

る
陳
情

陳
情
６

採
択

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
６
２
８

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

53
億
８
４
２
８
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

　
県
支
出
金
等
過
年
度
精
算
に
よ
る
返

還
金
の
補
正
増
。

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
６
万

３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
億
３
５
６
５
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

の
補
正
増
。

　　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
９
１

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
２
４
億
９
６
３
３
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

　
国
庫
支
出
金
を
財
源
と
し
て
、
ひ
と

り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を
再
支
給

す
る
た
め
の
事
業
費
の
補
正
増
。

　
こ
の
議
案
は
、
辺
地
に
係
る
公
共
施

設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特

別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
完
成
後
に
つ
い
て
、
地
元
の
方

　
　
と
の
協
働
は
で
き
て
い
る
か
。」

　
　
「
平
成
28
年
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
　
プ
を
開
き
、
実
施
設
計
・
実
施
計

画
の
段
階
か
ら
地
元
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
進
め
て
い
る
。
完
成
後
の
管
理
に

つ
い
て
も
、
地
元
と
市
と
役
割
分
担
を

話
し
合
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。」

　
　
「
車
山
展
望
テ
ラ
ス
ま
で
行
く
に

　
　
つ
き
、
車
椅
子
の
方
は
、
リ
フ
ト

に
は
乗
れ
な
い
と
思
う
が
山
頂
ま
で
行

く
手
だ
て
は
考
え
て
い
る
か
。」

　
　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
皆

　
　
さ
ん
と
現
地
に
お
も
む
い
て
実
証

等
を
行
い
、
方
法
を
探
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。」

　
　
「
今
回
の
辺
地
計
画
に
つ
い
て
変

　
　
更
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。」

　
　
「
今
事
業
は
、
街
並
み
環
境
整
備

　
　
事
業
と
い
う
補
助
金
を
使
っ
て
お

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

5審査

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
61
号

総
務
環
境
委
員
会

望
月
　
克
治

委
員
長

答問答問 答 問

ちの市議会だより　第36号 28

委員会委員会

令
和
２
年
12
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
２
年
12
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
茅
野
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
11

月
30
日（
月
）か
ら
12
月
18
日（
金
）ま

で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
や
条
例
な
ど
17
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
、

採
択
１
件
、
不
採
択
１
件
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
委
員
会
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
１
件
が
可
決
さ
れ
、

国
な
ど
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、

32
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

に
つ
い
て

議
案
第
72
号

予
算
決
算
委
員
会委

員
長

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

矢
島
　
正
恒

可
決

令
和
２
年
度
茅
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
73
号

可
決

令
和
２
年
度
茅
野
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
74
号

可
決

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

に
つ
い
て

議
案
第
76
号

可
決

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
０

０
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
２
４
億
５
６
４
１
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。

・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
費
で
は
、
情

報
先
端
技
術
（
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
を
試

験
導
入
す
る
た
め
の
委
託
料
な
ど
１
７

５
５
万
８
千
円
の
補
正
増
。

・
バ
ス
交
通
確
保
事
業
費
で
は
、
バ
ス

事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め

の
補
助
金
１
２
９
０
万
円
の
補
正
増
。

・
ふ
る
さ
と
茅
野
市
応
援
寄
附
金
事
業

費
で
は
、
返
戻
品
等
の
経
費
１
１
６
４

万
３
千
円
の
補
正
増
。

・
温
泉
施
設
管
理
運
営
費
及
び
観
光
温

泉
施
設
管
理
運
営
費
で
は
、
指
定
管
理

者
に
対
す
る
休
業
要
請
協
力
支
援
金
が

合
計
で
６
千
万
円
の
補
正
増
。

・
市
民
館
費
で
は
、
市
民
館
空
調
機
器

中
央
監
視
装
置
更
新
の
委
託
料
１
９
２

５
万
円
の
補
正
増
。

・
９
月
定
例
会
ま
で
に
補
正
予
算
計
上

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費
の
う
ち
、
予
算
執
行
の
状
況

な
ど
か
ら
、
５
つ
の
事
業
費
で
６
４
７

７
万
３
千
円
の
補
正
減
。

主
な
補
正
内
容
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ちの市議会だより　第36号29

り
、
変
更
等
が
生
じ
た
場
合
は
、
変
更

申
請
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。」

　
　
「
辺
地
債
の
償
還
期
間
は
何
年

　
　
か
。」

　
　
「
地
方
債
を
借
り
る
際
は
、
現
物

　
　
の
耐
用
年
数
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
は
何
年
に
す
る
か
決
め
て
い
な

い
。」

　
こ
の
議
案
は
、
諏
訪
広
域
連
合
が
処

理
す
る
介
護
保
険
制
度
に
係
る
経
費
の

関
係
市
町
村
に
お
け
る
負
担
割
合
を
変

更
す
る
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
３
年
４
月
の
組

織
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
す

る
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
施
行
令
の

改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減

諏
訪
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
65
号

茅
野
市
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
67
号

茅
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
70
号

答問

答問 額
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の

も
の
。

　
　
「
条
例
改
正
に
よ
っ
て
減
免
対
象

　
　
者
の
変
化
と
影
響
の
見
込
み
は
。」

　
　
「
対
象
者
は
増
え
る
と
考
え
て
い

　
　
る
が
、
大
規
模
な
税
制
改
正
に
な

っ
て
お
り
、
影
響
額
や
人
数
を
推
計
す

る
こ
と
は
、
４
月
以
降
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
税
全
体
の
計
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
が
済
ま
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
給

与
所
得
、
年
金
所
得
の
方
は
、
影
響
は

考
え
ら
れ
な
い
。
営
業
、
農
業
、
不
動

産
な
ど
の
事
業
所
得
の
方
に
つ
い
て
は
、

基
礎
控
除
が
10
万
円
増
え
る
の
で
、
そ

の
分
負
担
が
減
る
と
考
え
て
い
る
。
来

年
度
の
税
収
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
か
な
り
所
得
が
落
ち
込
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
固
定
資
産
税
の
軽
減
処
置
で
課

税
標
準
を
１
／
２
又
は
０
に
す
る
と
い

う
措
置
も
あ
る
の
で
、
国
保
収
入
に
つ

い
て
は
か
な
り
減
る
方
向
と
考
え
て
い

る
。
国
保
に
関
し
て
は
、
加
入
世
帯
も

減
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
加
味
し

て
国
保
税
を
算
出
す
る
。」

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
ち
の
本
町
地
籍
）

可
決

議
案
第
64
号

経
済
建
設
委
員
会

松
山
　
孝
志

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
の
規
定
に
よ

り
市
道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。
ち
の

本
町
地
籍
で
宅
地
造
成
に
伴
い
新
設
さ

れ
た
道
路
の
認
定
。

　
　
「
認
定
道
路
は
勾
配
が
き
つ
く
、

　
　
急
勾
配
を
下
っ
て
き
た
水
が
道
を

越
え
て
、
下
か
ら
２
番
目
の
区
画
に
入

る
心
配
が
あ
る
。
業
者
に
は
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
し
た
か
。」

　
　
「
道
路
の
端
は
、
想
定
の
計
算
雨

　
　
量
は
十
分
の
め
る
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
施
工
条
件
で
、
業
者
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。」

答 問

答 問　　
「
今
回
の
造
成
地
は
、
長
い
袋
小

　
　
路
に
な
っ
て
い
る
。
袋
小
路
を
認

め
て
い
な
い
市
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
茅

野
市
の
考
え
は
。」

　
　
「
認
定
は
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
他
市
で
は
袋
小
路
は
引
き
取
ら
な

い
、
開
発
業
者
の
責
任
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
袋
小
路
は
、
通
り
抜
け

で
き
ず
不
便
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
こ

で
生
活
す
る
人
た
ち
か
ら
見
る
と
、
通

過
交
通
が
な
い
閑
静
な
住
宅
地
と
い
う

面
も
あ
る
。」

　「
鹿
の
食
害
と
、
星
を
見
る
に
は
よ
い

環
境
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
陳

情
を
採
択
し
、
行
政
に
も
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。」

「
市
が
進
め
る
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
、

関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
増
加
、
そ
ん

な
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
財
産
で
あ
る

八
ヶ
岳
の
自
然
環
境
に
食
害
、
光
害
の

対
策
を
と
る
必
要
が
あ
り
、
現
状
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
条
例
等
の
改
定
を
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。」

「
環
境
維
持
と
保
全
は
、
ぎ
り
ぎ
り
に

な
っ
て
か
ら
で
は
大
変
で
、
今
か
ら
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
部
分
で
あ

り
、
採
択
。」

現地視察の様子

採
択
の
意
見

山
岳
環
境
の
維
持
・
保
全
を
求
め

る
陳
情

陳
情
６

採
択

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
６
２
８

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

53
億
８
４
２
８
万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

　
県
支
出
金
等
過
年
度
精
算
に
よ
る
返

還
金
の
補
正
増
。

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
６
万

３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
億
３
５
６
５
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

の
補
正
増
。

　　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
９
９
１

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
２
４
億
９
６
３
３
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。

　
国
庫
支
出
金
を
財
源
と
し
て
、
ひ
と

り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を
再
支
給

す
る
た
め
の
事
業
費
の
補
正
増
。

　
こ
の
議
案
は
、
辺
地
に
係
る
公
共
施

設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特

別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
完
成
後
に
つ
い
て
、
地
元
の
方

　
　
と
の
協
働
は
で
き
て
い
る
か
。」

　
　
「
平
成
28
年
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
　
プ
を
開
き
、
実
施
設
計
・
実
施
計

画
の
段
階
か
ら
地
元
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
進
め
て
い
る
。
完
成
後
の
管
理
に

つ
い
て
も
、
地
元
と
市
と
役
割
分
担
を

話
し
合
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。」

　
　
「
車
山
展
望
テ
ラ
ス
ま
で
行
く
に

　
　
つ
き
、
車
椅
子
の
方
は
、
リ
フ
ト

に
は
乗
れ
な
い
と
思
う
が
山
頂
ま
で
行

く
手
だ
て
は
考
え
て
い
る
か
。」

　
　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
皆

　
　
さ
ん
と
現
地
に
お
も
む
い
て
実
証

等
を
行
い
、
方
法
を
探
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。」

　
　
「
今
回
の
辺
地
計
画
に
つ
い
て
変

　
　
更
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。」

　
　
「
今
事
業
は
、
街
並
み
環
境
整
備

　
　
事
業
と
い
う
補
助
金
を
使
っ
て
お

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

5審査

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
61
号

総
務
環
境
委
員
会

望
月
　
克
治

委
員
長

答問答問 答 問
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委員会委員会

令
和
２
年
12
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
２
年
12
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
茅
野
市
議
会
12
月
定
例
会
は
、
11

月
30
日（
月
）か
ら
12
月
18
日（
金
）ま

で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
や
条
例
な
ど
17
議
案
が

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
、
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
２
件
が
審
議
さ
れ
、

採
択
１
件
、
不
採
択
１
件
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
委
員
会
提
案
に

よ
る
意
見
書
案
１
件
が
可
決
さ
れ
、

国
な
ど
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、

32
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

に
つ
い
て

議
案
第
72
号

予
算
決
算
委
員
会委

員
長

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

矢
島
　
正
恒

可
決

令
和
２
年
度
茅
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
73
号

可
決

令
和
２
年
度
茅
野
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
74
号

可
決

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

に
つ
い
て

議
案
第
76
号

可
決

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
０

０
６
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
２
４
億
５
６
４
１
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。

・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
費
で
は
、
情

報
先
端
技
術
（
Ａ
Ｉ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
を
試

験
導
入
す
る
た
め
の
委
託
料
な
ど
１
７

５
５
万
８
千
円
の
補
正
増
。

・
バ
ス
交
通
確
保
事
業
費
で
は
、
バ
ス

事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め

の
補
助
金
１
２
９
０
万
円
の
補
正
増
。

・
ふ
る
さ
と
茅
野
市
応
援
寄
附
金
事
業

費
で
は
、
返
戻
品
等
の
経
費
１
１
６
４

万
３
千
円
の
補
正
増
。

・
温
泉
施
設
管
理
運
営
費
及
び
観
光
温

泉
施
設
管
理
運
営
費
で
は
、
指
定
管
理

者
に
対
す
る
休
業
要
請
協
力
支
援
金
が

合
計
で
６
千
万
円
の
補
正
増
。

・
市
民
館
費
で
は
、
市
民
館
空
調
機
器

中
央
監
視
装
置
更
新
の
委
託
料
１
９
２

５
万
円
の
補
正
増
。

・
９
月
定
例
会
ま
で
に
補
正
予
算
計
上

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費
の
う
ち
、
予
算
執
行
の
状
況

な
ど
か
ら
、
５
つ
の
事
業
費
で
６
４
７

７
万
３
千
円
の
補
正
減
。

主
な
補
正
内
容



8

ちの市議会だより　第36号31

違
う
部
分
も
あ
る
。
そ
の
ま
ま
そ
っ
く

り
採
択
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の
で

不
採
択
。」

「
意
見
書
案
、
そ
れ
に
付
随
し
て
い
る

資
料
を
見
た
時
に
、
病
院
で
働
く
ス
タ

ッ
フ
の
生
の
声
、
介
護
職
員
の
生
の
声
、

公
立
病
院
の
再
編
、
統
合
の
説
明
も
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
以
前
か
ら
介
護
ス
タ

ッ
フ
も
大
変
だ
っ
た
が
、
特
に
今
は
コ

ロ
ナ
禍
で
、
胸
に
落
ち
る
。
タ
イ
ト
ル

か
ら
至
極
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
沿
っ

て
お
り
、
妥
当
と
思
う
の
で
採
択
。」

「
項
目
１
か
ら
５
ま
で
の
陳
情
内
容
を

全
て
詳
細
に
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

陳
情
と
し
て
上
が
っ
て
き
た
声
を
、
し

っ
か
り
と
考
え
て
意
見
書
を
出
し
て
い

く
事
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
採
択
。」

不
採
択

採
択
の
意
見

●
不
採
択
討
論

「
陳
情
趣
旨
は
、
理
解
賛
同
で
き
る
が
、

陳
情
の
項
目
は
賛
同
で
き
な
い
。
長
野

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
陳
情
書

陳
情
５

本
会
議
に
お
け
る
討
論

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

委
員
会
提
案
に
よ
る
意
見
書

県
内
の
保
健
所
は
平
成
９
年
に
機
能
強

化
を
図
る
目
的
で
18
保
健
所
が
10
に
削

減
さ
れ
た
。
保
健
所
の
増
設
で
は
な
く
、

現
在
の
地
域
振
興
局
ご
と
１
保
健
所
体

制
で
緊
急
時
の
対
応
は
、
職
員
数
を
増

員
し
強
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
公
立
公
的
病
院
の
統
合
再
編

で
は
、
撤
廃
を
求
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
計
画
の
公
表
は
、
地
域
に
お
い
て

の
議
論
を
促
す
た
め
で
、
強
制
力
は
な

い
。
こ
の
計
画
を
機
に
地
域
医
療
が
見

返
さ
れ
る
こ
と
が
住
民
の
命
と
健
康
が

守
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

以
上
の
こ
と
か
ら
意
見
書
の
提
出
は
見

送
る
べ
き
と
判
断
し
不
採
択
。」

●
採
択
討
論

「
今
陳
情
は
、
県
下
の
医
療
や
介
護
の

従
事
者
、
障
害
者
運
動
、
自
治
体
を
含

め
た
労
働
者
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
独
自

調
査
の
結
果
等
、
様
々
な
資
料
と
と
も

に
陳
情
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
か
ら
の
悲
鳴
に
も
似
た
声
を
取

り
上
げ
て
、
政
府
に
対
し
て
対
応
を
求

め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
医
療
や
介

護
の
現
場
は
、
十
分
な
休
養
を
取
る
こ

と
も
難
し
く
、
感
染
予
防
で
家
族
と
も

会
わ
な
い
で
い
る
と
の
話
も
聞
く
。
し

か
し
、
一
時
金
の
減
額
な
ど
報
わ
れ
て

い
な
い
。
ど
の
願
い
も
、
現
在
必
要
な

も
の
で
あ
る
た
め
。」

　
経
済
建
設
委
員
会
提
出
の
意
見
書
１

件
を
可
決
し
、
市
議
会
の
意
思
と
し
て
、

国
会
や
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
に
よ
り
、

戦
後
最
大
の
危
機
に
直
面
し
、
医
療
・

介
護
、
子
育
て
支
援
策
へ
の
対
応
を
は

じ
め
大
規
模
災
害
、
緊
急
対
応
へ
の
課

題
に
も
直
面
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
社
会
保
障

を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の
財
政
需
要
へ

の
対
応
に
は
、
さ
ら
な
る
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
、
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
、
地
方
交
付
税
の
法

定
率
引
上
げ
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て
要

望
す
る
も
の
。

可
決

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
議決結果

委員会 本会議

不採択不採択

採　択採　択

陳情５

陳情６

　国民のいのちと健康、暮らしを守るため、医療・介
護・福祉に十分な財源確保を行うこと、公立公的病
院の統合再編や地域医療構想を見直すこと、医師等
を大幅に増員すること、公衆衛生行政の拡充を図る
こと、社会保障に関する国民負担軽減を図ることな
どを求め、国に意見書を提出することを求めるもの。

　八ヶ岳の高山植物群落の踏み荒らしや不適切利用、
食害などからの被害防止・保護のための対策の実施
と、山小屋等の観光商品でもある星降る中部高地の
空が未来へ継続するための環境維持・保全対策の実
施を求めるもの。

長野県医療労
働組合連合会
ほか７団体

八 ヶ 岳
観 光 協 会

安全・安心の医療・
介護の実現と国民の
いのちと健康を守る
ための陳情書

山岳環境の維持・保
全を求める陳情

令和２年12月定例会　陳情　議決結果

・意 書見本会議本会議討論

ま
ん
え
ん

に
つ
い
て
は
、
以
前
プ
ー
ル
は
警
備
な

ど
別
会
社
が
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

指
定
管
理
者
に
一
括
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
経
費
は
削
減
さ
れ
て
い
る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
北
部
中
学
校
柔
道
室

及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
に
係
る
使
用
料

を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
都
市
計
画
事
業

宮
川
茅
野
土
地
区
画
整
理
事
業
地
の
換

地
処
分
に
伴
い
宮
川
保
育
園
の
位
置
を

変
更
す
る
た
め
と
、
笹
原
保
育
園
を
民

営
化
す
る
こ
と
に
伴
い
同
保
育
園
を
市

の
保
育
所
か
ら
除
く
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

「
陳
情
で
上
が
っ
て
き
た
５
つ
の
項
目

つ
い
て
の
根
拠
、
数
字
が
明
白
で
は
な

い
。
そ
れ
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
、
委
員
と
し
て
適
切
な
判
断
が

下
せ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
知
識
が
な
い
。

そ
れ
と
現
場
の
声
と
い
う
事
だ
が
、
正

式
な
病
院
と
い
え
る
組
織
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
出
て
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
を
議
会
と
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
住
民
の
声

と
は
違
う
。
こ
の
陳
情
５
項
目
に
つ
い

て
は
、
国
へ
意
見
を
上
げ
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
と
思
う
の
で
不
採
択
。」

「
公
立
公
的
病
院
の
統
合
再
編
、
そ
の

見
直
し
と
あ
る
が
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て
い
く
と

い
う
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
見
直
し
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
し
か
し
、
陳
情
者
か

ら
話
を
聞
く
と
撤
廃
だ
と
い
う
言
い
方

だ
っ
た
。
ま
た
保
健
所
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
増
設
で
は
な
く
、
規
模
、
内
容

の
充
実
、
職
員
の
増
員
を
打
ち
出
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
意
見
書
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
不
採
択
。」

「
項
目
２
番
、
３
番
の
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
私
の
知
り
得
て
い
る
事
と
は
、
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「
茅
野
市
は
八
ヶ
岳
の
自
然
環
境
が
一

番
の
強
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
次
世
代
に

送
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」

行
政
財
産
の
無
償
貸
付
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
62
号

福
祉
教
育
委
員
会

吉
田
　
基
之

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
笹
原
保
育
園
の
民
営

化
に
伴
い
、
有
限
会
社
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
認
定
こ
ど
も
園
用
地
と
し
て
、

土
地
を
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
「
貸
付
期
間
が
30
年
の
理
由
と
、

　
　
市
と
の
関
わ
り
は
。」

　
　
「
30
年
と
す
る
理
由
は
、
他
の
私

　
　
立
保
育
園
も
30
年
で
や
っ
て
い
る

こ
と
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

永
続
的
な
事
業
と
し
て
考
え
て
い
る
と

の
話
が
あ
り
、
財
務
規
則
に
定
め
ら
れ

て
い
る
最
長
期
間
の
30
年
と
し
た
。
市

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な

市
の
補
助
金
を
使
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
で
、
毎
月

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
算
定
し
、
負
担

金
の
支
払
を
す
る
。
さ
ら
に
園
長
先
生

が
市
の
園
長
会
な
ど
に
出
席
し
て
、
市

と
連
携
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
る
。」

答問

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
63
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
66
号

茅
野
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

施
設
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
68
号

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
陳
情
書

陳
情
５

茅
野
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
69
号

茅
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
71
号

　
こ
の
議
案
は
、
笹
原
保
育
園
の
民
営

化
に
伴
い
、
有
限
会
社
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
、
認
定
こ
ど
も
園
用
園
舎
と

し
て
建
物
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
運
動
公
園
国

際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ル
フ
練
習

場
）
及
び
茅
野
市
運
動
公
園
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
パ
テ
ィ
ネ
レ

ジ
ャ
ー
に
指
定
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
指
定
管
理
で
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

　
　
ー
と
プ
ー
ル
を
一
括
に
し
た
の
は
、

出
入
口
が
一
緒
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
の

方
が
上
手
く
管
理
で
き
る
か
ら
か
。
さ

ら
に
一
括
で
契
約
す
る
と
、
安
く
で
き

る
と
い
う
こ
と
か
。」

　
　
「
プ
ー
ル
は
指
定
管
理
に
な
る
前

　
　
か
ら
、
パ
テ
ィ
ネ
レ
ジ
ャ
ー
に
業

務
委
託
し
て
い
た
。
そ
れ
が
平
成
28
年

の
指
定
管
理
者
の
公
募
の
際
に
改
め
て

全
部
を
一
緒
に
し
た
。
専
門
的
分
野
の

ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
の
は
、
突
然
お
願
い

し
て
も
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
経
費

答 問

不
採
択

不
採
択
の
意
見
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違
う
部
分
も
あ
る
。
そ
の
ま
ま
そ
っ
く

り
採
択
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の
で

不
採
択
。」

「
意
見
書
案
、
そ
れ
に
付
随
し
て
い
る

資
料
を
見
た
時
に
、
病
院
で
働
く
ス
タ

ッ
フ
の
生
の
声
、
介
護
職
員
の
生
の
声
、

公
立
病
院
の
再
編
、
統
合
の
説
明
も
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
以
前
か
ら
介
護
ス
タ

ッ
フ
も
大
変
だ
っ
た
が
、
特
に
今
は
コ

ロ
ナ
禍
で
、
胸
に
落
ち
る
。
タ
イ
ト
ル

か
ら
至
極
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
沿
っ

て
お
り
、
妥
当
と
思
う
の
で
採
択
。」

「
項
目
１
か
ら
５
ま
で
の
陳
情
内
容
を

全
て
詳
細
に
わ
か
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

陳
情
と
し
て
上
が
っ
て
き
た
声
を
、
し

っ
か
り
と
考
え
て
意
見
書
を
出
し
て
い

く
事
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
採
択
。」

不
採
択

採
択
の
意
見

●
不
採
択
討
論

「
陳
情
趣
旨
は
、
理
解
賛
同
で
き
る
が
、

陳
情
の
項
目
は
賛
同
で
き
な
い
。
長
野

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
陳
情
書

陳
情
５

本
会
議
に
お
け
る
討
論

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

委
員
会
提
案
に
よ
る
意
見
書

県
内
の
保
健
所
は
平
成
９
年
に
機
能
強

化
を
図
る
目
的
で
18
保
健
所
が
10
に
削

減
さ
れ
た
。
保
健
所
の
増
設
で
は
な
く
、

現
在
の
地
域
振
興
局
ご
と
１
保
健
所
体

制
で
緊
急
時
の
対
応
は
、
職
員
数
を
増

員
し
強
化
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
公
立
公
的
病
院
の
統
合
再
編

で
は
、
撤
廃
を
求
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
計
画
の
公
表
は
、
地
域
に
お
い
て

の
議
論
を
促
す
た
め
で
、
強
制
力
は
な

い
。
こ
の
計
画
を
機
に
地
域
医
療
が
見

返
さ
れ
る
こ
と
が
住
民
の
命
と
健
康
が

守
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

以
上
の
こ
と
か
ら
意
見
書
の
提
出
は
見

送
る
べ
き
と
判
断
し
不
採
択
。」

●
採
択
討
論

「
今
陳
情
は
、
県
下
の
医
療
や
介
護
の

従
事
者
、
障
害
者
運
動
、
自
治
体
を
含

め
た
労
働
者
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
独
自

調
査
の
結
果
等
、
様
々
な
資
料
と
と
も

に
陳
情
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
か
ら
の
悲
鳴
に
も
似
た
声
を
取

り
上
げ
て
、
政
府
に
対
し
て
対
応
を
求

め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
医
療
や
介

護
の
現
場
は
、
十
分
な
休
養
を
取
る
こ

と
も
難
し
く
、
感
染
予
防
で
家
族
と
も

会
わ
な
い
で
い
る
と
の
話
も
聞
く
。
し

か
し
、
一
時
金
の
減
額
な
ど
報
わ
れ
て

い
な
い
。
ど
の
願
い
も
、
現
在
必
要
な

も
の
で
あ
る
た
め
。」

　
経
済
建
設
委
員
会
提
出
の
意
見
書
１

件
を
可
決
し
、
市
議
会
の
意
思
と
し
て
、

国
会
や
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
に
よ
り
、

戦
後
最
大
の
危
機
に
直
面
し
、
医
療
・

介
護
、
子
育
て
支
援
策
へ
の
対
応
を
は

じ
め
大
規
模
災
害
、
緊
急
対
応
へ
の
課

題
に
も
直
面
し
て
お
り
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
社
会
保
障

を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の
財
政
需
要
へ

の
対
応
に
は
、
さ
ら
な
る
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
、
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
、
地
方
交
付
税
の
法

定
率
引
上
げ
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て
要

望
す
る
も
の
。

可
決

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
議決結果

委員会 本会議

不採択不採択

採　択採　択

陳情５

陳情６

　国民のいのちと健康、暮らしを守るため、医療・介
護・福祉に十分な財源確保を行うこと、公立公的病
院の統合再編や地域医療構想を見直すこと、医師等
を大幅に増員すること、公衆衛生行政の拡充を図る
こと、社会保障に関する国民負担軽減を図ることな
どを求め、国に意見書を提出することを求めるもの。

　八ヶ岳の高山植物群落の踏み荒らしや不適切利用、
食害などからの被害防止・保護のための対策の実施
と、山小屋等の観光商品でもある星降る中部高地の
空が未来へ継続するための環境維持・保全対策の実
施を求めるもの。

長野県医療労
働組合連合会
ほか７団体

八 ヶ 岳
観 光 協 会

安全・安心の医療・
介護の実現と国民の
いのちと健康を守る
ための陳情書

山岳環境の維持・保
全を求める陳情

令和２年12月定例会　陳情　議決結果

・意 書見本会議本会議討論

ま
ん
え
ん

に
つ
い
て
は
、
以
前
プ
ー
ル
は
警
備
な

ど
別
会
社
が
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

指
定
管
理
者
に
一
括
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
経
費
は
削
減
さ
れ
て
い
る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
北
部
中
学
校
柔
道
室

及
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
に
係
る
使
用
料

を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
都
市
計
画
事
業

宮
川
茅
野
土
地
区
画
整
理
事
業
地
の
換

地
処
分
に
伴
い
宮
川
保
育
園
の
位
置
を

変
更
す
る
た
め
と
、
笹
原
保
育
園
を
民

営
化
す
る
こ
と
に
伴
い
同
保
育
園
を
市

の
保
育
所
か
ら
除
く
た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
い
、
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

「
陳
情
で
上
が
っ
て
き
た
５
つ
の
項
目

つ
い
て
の
根
拠
、
数
字
が
明
白
で
は
な

い
。
そ
れ
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
内
容
に

つ
い
て
、
委
員
と
し
て
適
切
な
判
断
が

下
せ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
知
識
が
な
い
。

そ
れ
と
現
場
の
声
と
い
う
事
だ
が
、
正

式
な
病
院
と
い
え
る
組
織
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
出
て
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
を
議
会
と
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
般
住
民
の
声

と
は
違
う
。
こ
の
陳
情
５
項
目
に
つ
い

て
は
、
国
へ
意
見
を
上
げ
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
と
思
う
の
で
不
採
択
。」

「
公
立
公
的
病
院
の
統
合
再
編
、
そ
の

見
直
し
と
あ
る
が
、
国
か
ら
示
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て
い
く
と

い
う
事
で
あ
り
、
そ
れ
が
見
直
し
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
し
か
し
、
陳
情
者
か

ら
話
を
聞
く
と
撤
廃
だ
と
い
う
言
い
方

だ
っ
た
。
ま
た
保
健
所
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
増
設
で
は
な
く
、
規
模
、
内
容

の
充
実
、
職
員
の
増
員
を
打
ち
出
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
意
見
書
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
不
採
択
。」

「
項
目
２
番
、
３
番
の
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
私
の
知
り
得
て
い
る
事
と
は
、

7審査

ちの市議会だより　第36号 30

委員会委員会

「
茅
野
市
は
八
ヶ
岳
の
自
然
環
境
が
一

番
の
強
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
次
世
代
に

送
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」

行
政
財
産
の
無
償
貸
付
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
62
号

福
祉
教
育
委
員
会

吉
田
　
基
之

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
笹
原
保
育
園
の
民
営

化
に
伴
い
、
有
限
会
社
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
認
定
こ
ど
も
園
用
地
と
し
て
、

土
地
を
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
　
「
貸
付
期
間
が
30
年
の
理
由
と
、

　
　
市
と
の
関
わ
り
は
。」

　
　
「
30
年
と
す
る
理
由
は
、
他
の
私

　
　
立
保
育
園
も
30
年
で
や
っ
て
い
る

こ
と
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

永
続
的
な
事
業
と
し
て
考
え
て
い
る
と

の
話
が
あ
り
、
財
務
規
則
に
定
め
ら
れ

て
い
る
最
長
期
間
の
30
年
と
し
た
。
市

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な

市
の
補
助
金
を
使
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
で
、
毎
月

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
算
定
し
、
負
担

金
の
支
払
を
す
る
。
さ
ら
に
園
長
先
生

が
市
の
園
長
会
な
ど
に
出
席
し
て
、
市

と
連
携
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
る
。」

答問

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
63
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
66
号

茅
野
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

施
設
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
68
号

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
の
陳
情
書

陳
情
５

茅
野
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
69
号

茅
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
71
号

　
こ
の
議
案
は
、
笹
原
保
育
園
の
民
営

化
に
伴
い
、
有
限
会
社
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
、
認
定
こ
ど
も
園
用
園
舎
と

し
て
建
物
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
運
動
公
園
国

際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ル
フ
練
習

場
）
及
び
茅
野
市
運
動
公
園
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
パ
テ
ィ
ネ
レ

ジ
ャ
ー
に
指
定
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
指
定
管
理
で
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

　
　
ー
と
プ
ー
ル
を
一
括
に
し
た
の
は
、

出
入
口
が
一
緒
だ
か
ら
な
の
か
。
そ
の

方
が
上
手
く
管
理
で
き
る
か
ら
か
。
さ

ら
に
一
括
で
契
約
す
る
と
、
安
く
で
き

る
と
い
う
こ
と
か
。」

　
　
「
プ
ー
ル
は
指
定
管
理
に
な
る
前

　
　
か
ら
、
パ
テ
ィ
ネ
レ
ジ
ャ
ー
に
業

務
委
託
し
て
い
た
。
そ
れ
が
平
成
28
年

の
指
定
管
理
者
の
公
募
の
際
に
改
め
て

全
部
を
一
緒
に
し
た
。
専
門
的
分
野
の

ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う
の
は
、
突
然
お
願
い

し
て
も
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
経
費

答 問

不
採
択

不
採
択
の
意
見



　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！茅野市の課題を問う！

12月定例会一般質問通告一覧12月定例会一般質問通告一覧12月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

要　　　　　　　旨

（1）多様な避難所の確保と感染症等への柔軟な対応について
（2）避難所における消耗品や備品及び通信環境等の整備について
（3）自主防災組織における地域防災力の一層の向上について
（1）予算編成に伴う事業の選択と集中について
（2）目指すまちづくりのために取り組む為の方策について
（3）今後の財政運営と計画行政の推進について
（1）不具合箇所の状況把握について
（2）今後どの様な対策を考えているか
（1）新規就農者の現状について
（2）有機農法者の把握と支援策の考えについて
（3）平成30年12月の市長答弁のまちづくりの一環としての有機農法
　　　の考え方について
（1）遊休農地・耕作放棄地の現状について
（2）遊休農地・耕作放棄地が増大している要因について
（3）市民農園への更なる活用について
（4）ブドウ栽培、サツマイモ栽培、薬草、ブルーベリーなど新しい
　　　品目への取組について
（5）滞在型の市民農園への取組について
（6）推進体制の強化について
（1）コロナ禍における、妊娠届けの件数について
（2）例年と異なる状況と危惧される事例について
（3）不安解消への取組や支援策について

（1）区と市の関係について
（2）区と自主防災組織の関係について
（3）市と自主防災組織の関係について

（1）「農ある暮らし」の取組と今後の展開について
（2）空き家活用の現状、課題、支援策について
（1）縄文のビーナス出土場所の整備について
（2）PRの考え方について
（1）地球温暖化対策の進捗状況について
（2）地球温暖化対策を進めるうえでの課題について
（3）「ゼロカーボンシティ宣言」に対する考え方について
（1）有効活用可能な空き家に対する処理手順の作成状況について
（2）空き家の管理体制について
（3）民間と連携した管理体制の構築について
（1）申請条件について
（2）手続きについて
（3）持続可能な開発への対応について
（1）地域にある文化資源の把握について
（2）文化資源の活用について

（1）歳入を増やすための基本的な考え方や具体的な方針について
（2）国家戦略的補助金の獲得について
（3）広告収入を増やす施策について
（4）ふるさと納税について

（1）茅野市における不登校の実態について
（2）不登校となる理由について
（3）不登校への教育委員会としての対応について
（4）主任児童委員からの情報連絡への対応について
（1）地区社協の再構築の状況について
（2）地域福祉における担い手の課題について

矢
島
正
恒

伊
藤

　勝

伊
藤
玲
子

小
尾
一
郎

竹
内

　巧

伊
藤
正
博

吉
田
基
之

松
山
孝
志

樋
口
敏
之

大災害における避難所の開設・運営
と地域防災力の向上について

新年度予算編成の取組状況と目指す
まちづくりについて

新規就農者（次世代人材投資支援事
業）について

遊休農地・耕作放棄地の活用につい
て

区と市と自主防災組織の関係につい
て

移住促進の取組について

地球温暖化対策への取組について

空き家の適正管理に向けて

大規模開発事業について

地域特有の文化資源の活用について

歳入を増やす施策について

不登校問題と主任児童委員の関わり
について

地域福祉活動の担い手について

国宝「土偶」（縄文のビーナス）が出
土した棚畑遺跡の整備について

全国で危惧されている2021年度出
生数大幅減に関する、当市の現状と
取組について

圃場整備地における農業用設備等の
不具合箇所の対策について

10

ちの市議会だより　第36号33

9

ちの市議会だより　第36号 32

12月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧及び報告 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　※議長は採決には加わりません。

市

　
　
　長

　
　
　提

　
　
　出

　
　
　議

　
　
　案

委
員
会
提
出
議
案

番

　
　
　号

件　　　　　名

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

採択

総

福

福

経

総

福

総

福

福

総

福

予

予

予

予

福

経

付
託
委
員
会

議
決
結
果

伊
藤

　
　勝

望
月

　克
治

樋
口

　敏
之

伊
藤

　玲
子

伊
藤

　正
陽

長
田

　近
夫

松
山

　孝
志

矢
島

　正
恒

小
尾

　一
郎

木
村

　明
美

東
城

　
　源

机

　
　博
文

伊
藤

　正
博

竹
内

　
　巧

吉
田

　基
之

木
村
か
ほ
り

両
角

　実
晃

辺地に係る総合整備計画について

報
告

陳
情

令和２年度茅野市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）について

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第８号）
について

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいの
ちと健康を守るための陳情書

意見書案の提出について（地方財政の充実・
強化を求める）

山岳環境の維持・保全を求める陳情

専決処分の報告について

令和２年度茅野市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

茅野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例の専決処分の承認を求めることについて

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第６号）
の専決処分の承認を求めることについて

行政財産の無償貸付について

財産の無償譲渡について

市道路線の認定について（ちの本町地籍）

諏訪広域連合規約の一部変更について

公の施設の指定管理者の指定について

茅野市組織条例の一部を改正する条例について

茅野市立小学校及び中学校施設使用料条例の
一部を改正する条例について

茅野市保育所条例の一部を改正する条例につ
いて

茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

茅野市後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例について

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第７号）
について

議決日は、12月18日の議会最終日（但し、議案第75、60号は、11月30日の開会日に即決)

75

60

61

62

63

64

65
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76
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可決4



　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！茅野市の課題を問う！

12月定例会一般質問通告一覧12月定例会一般質問通告一覧12月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

要　　　　　　　旨

（1）多様な避難所の確保と感染症等への柔軟な対応について
（2）避難所における消耗品や備品及び通信環境等の整備について
（3）自主防災組織における地域防災力の一層の向上について
（1）予算編成に伴う事業の選択と集中について
（2）目指すまちづくりのために取り組む為の方策について
（3）今後の財政運営と計画行政の推進について
（1）不具合箇所の状況把握について
（2）今後どの様な対策を考えているか
（1）新規就農者の現状について
（2）有機農法者の把握と支援策の考えについて
（3）平成30年12月の市長答弁のまちづくりの一環としての有機農法
　　　の考え方について
（1）遊休農地・耕作放棄地の現状について
（2）遊休農地・耕作放棄地が増大している要因について
（3）市民農園への更なる活用について
（4）ブドウ栽培、サツマイモ栽培、薬草、ブルーベリーなど新しい
　　　品目への取組について
（5）滞在型の市民農園への取組について
（6）推進体制の強化について
（1）コロナ禍における、妊娠届けの件数について
（2）例年と異なる状況と危惧される事例について
（3）不安解消への取組や支援策について

（1）区と市の関係について
（2）区と自主防災組織の関係について
（3）市と自主防災組織の関係について

（1）「農ある暮らし」の取組と今後の展開について
（2）空き家活用の現状、課題、支援策について
（1）縄文のビーナス出土場所の整備について
（2）PRの考え方について
（1）地球温暖化対策の進捗状況について
（2）地球温暖化対策を進めるうえでの課題について
（3）「ゼロカーボンシティ宣言」に対する考え方について
（1）有効活用可能な空き家に対する処理手順の作成状況について
（2）空き家の管理体制について
（3）民間と連携した管理体制の構築について
（1）申請条件について
（2）手続きについて
（3）持続可能な開発への対応について
（1）地域にある文化資源の把握について
（2）文化資源の活用について

（1）歳入を増やすための基本的な考え方や具体的な方針について
（2）国家戦略的補助金の獲得について
（3）広告収入を増やす施策について
（4）ふるさと納税について

（1）茅野市における不登校の実態について
（2）不登校となる理由について
（3）不登校への教育委員会としての対応について
（4）主任児童委員からの情報連絡への対応について
（1）地区社協の再構築の状況について
（2）地域福祉における担い手の課題について

矢
島
正
恒

伊
藤

　勝

伊
藤
玲
子

小
尾
一
郎

竹
内

　巧

伊
藤
正
博

吉
田
基
之

松
山
孝
志

樋
口
敏
之

大災害における避難所の開設・運営
と地域防災力の向上について

新年度予算編成の取組状況と目指す
まちづくりについて

新規就農者（次世代人材投資支援事
業）について

遊休農地・耕作放棄地の活用につい
て

区と市と自主防災組織の関係につい
て

移住促進の取組について

地球温暖化対策への取組について

空き家の適正管理に向けて

大規模開発事業について

地域特有の文化資源の活用について

歳入を増やす施策について

不登校問題と主任児童委員の関わり
について

地域福祉活動の担い手について

国宝「土偶」（縄文のビーナス）が出
土した棚畑遺跡の整備について

全国で危惧されている2021年度出
生数大幅減に関する、当市の現状と
取組について

圃場整備地における農業用設備等の
不具合箇所の対策について

10

ちの市議会だより　第36号33
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ちの市議会だより　第36号 32

12月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧及び報告 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　※議長は採決には加わりません。
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辺地に係る総合整備計画について

報
告

陳
情

令和２年度茅野市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）について

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第８号）
について

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいの
ちと健康を守るための陳情書

意見書案の提出について（地方財政の充実・
強化を求める）

山岳環境の維持・保全を求める陳情

専決処分の報告について

令和２年度茅野市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

茅野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例の専決処分の承認を求めることについて

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第６号）
の専決処分の承認を求めることについて

行政財産の無償貸付について

財産の無償譲渡について

市道路線の認定について（ちの本町地籍）

諏訪広域連合規約の一部変更について

公の施設の指定管理者の指定について

茅野市組織条例の一部を改正する条例について

茅野市立小学校及び中学校施設使用料条例の
一部を改正する条例について

茅野市保育所条例の一部を改正する条例につ
いて

茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

茅野市後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例について

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第７号）
について

議決日は、12月18日の議会最終日（但し、議案第75、60号は、11月30日の開会日に即決)
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ちの市議会だより　第36号35

　
２
０
２
１
年
も
、
は
や
、
２
か
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
で

す
。
閉
じ
こ
も
り
気
味
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
皆

さ
ま
が
、
屈
託
な
い
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
日
が
、
一
刻
も
早
く
戻
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
昨
年
10
月
に
行

っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
特
集
し
ま
し
た
。
多

く
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要

望
で
す
。
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
が
市
民

の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
よ
り
良
き

年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

議
会
広
報
部
会

　
伊
藤
　
玲
子

12

真相深入り！議員トーク（議会報告・意見交換会）を開催しました真相深入り！議員トーク（議会報告・意見交換会）を開催しました真相深入り！議員トーク（議会報告・意見交換会）を開催しました

　市議会では、市民の皆さんから意見・要望を聞かせていただき、政策立案に結び付けること、市民の皆さ
んに身近で開かれた議会活動を目的に、令和２年10月21日ゆいわーく茅野にて、議会報告・意見交換会を
開催しました。新型コロナウイルス感染症対策で予約制にて人数を制限した中での開催ではありましたが、
22人の参加をいただき、茅野市の大きな事業について、３つのテーマに分かれて自由な意見を出していただ
きました。いただいた意見の一部を紹介します。

・この事業の必要性について疑問がある。
・新しいものを作っても時間を経ていくと廃墟のようになってしまう。箱物ではなく広場を作ったらどうか。
　行政、若者、TMO、議員などが協議していったらどうか。まさにパートナーシップのまちづくりが重要
　ではないか。

◉西口駅前リニューアル

・実証運行について、高齢者はスマホを使えるのか。乗合が
　成立しなければタクシーと変わらないと思う。
・高校生の送迎は負担が大きいので是非とも本格運行につな
　げてほしい。

◉公共交通

・プライバシーの観点から地域との関わりが薄くなっている中、コロナ禍でさらに薄くなっていることが心配。
・障がいのある方は情報が受け取りづらい面がある。
・介護施設の人手不足の解消を支援してほしい。
・保育士さんの労働と賃金のバランスを充実してほしい。

◉学校教育・福祉

　本来ならば年２回開催予定でしたがコロナ禍のため令和２年３月は中止になり、今回の開催となりま
した。新しい生活様式となり戸惑いと不安で、行政・議員に対する要望も多く、これからも市民の皆さ
んの心の声を聞き逃すことなく、議員として取り組むことが活動の根本だと捉えています。
　このほか、皆さまからいただいた意見は、市議会ホームページに掲載しています。

次
回
５
月
発
行
37
号
か
ら
、
ち
の
市
議
会

だ
よ
り
は
、
単
独
冊
子
に
な
り
ま
す
。
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件　　　名

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

要　　　　　　　旨
（1）茅野市におけるマイナンバーカードの普及状況について
（2）マイナンバーカードでの特別定額給付金の交付結果について
（3）マイナポイントの普及促進について
（4）マイナンバーカードと連携できる仕組み作りについて
（1）第５次総合計画における縄文プロジェクトの取組について
（2）「縄文ドキドキ総選挙」の結果を受けて、更なる縄文の普及について
（1）「観光による地域づくり」の考え方について
（2）解散前の茅野市観光協会の考える、４エリアの特徴ある構想はどの
　　　様に引継がれているか
（3）ちの観光まちづくり推進機構と連携した観光によるまちづくりにつ
　　　いて
（1）主食用米の生産抑制への対応について
（2）経営所得安定対策等交付金の対象作物である「そば」の今後の展開に
　　　ついて
（3）転作作物における今後の取組と担い手対応について
（4）荒廃農地対策について
（1）地区コミュニティ運営協議会の活動について
（2）公民館活動について

（1）コロナ禍における市内の宿泊業、製造業、飲食業、小売業の現状に
　　　ついて
（2）茅野市の経済対策について

（1）通学バスの実証実験のねらい（目的）について
（2）通学バスの数値目標について
（3）通学バスの目標達成のための手だてについて
（4）乗合オンデマンドタクシーの「実証運行」の料金設定について
（5）乗合オンデマンドタクシーの実証実験のねらい（目的）について
（6）乗合オンデマンドタクシーの数値目標について
（7）乗合オンデマンドタクシーの目標達成のための手だてについて
（8）「実証運行の見直し」について
（1）近隣市町村との連携は
（2）陸上競技場としての機能維持とはどういったものか
（1）ふるさと納税の仕組みは
（2）ふるさと納税による増収と減収の推移は
（3）茅野市の魅力がアピールできているか
（4）今後の取組の意気込は
（1）生活介護の事業所、地域活動支援センターの利用の現状について
（2）重度障がい者と家族のニーズへの対応について
（3）重度障がい者の受入体制の拡充について
（4）障がい者の暮らしを考える場について
（1）休校、学級閉鎖時のオンラインを含む対応の準備について
（2）保護者やこどもの意見を反映した協議の現状について
（3）コロナ禍における登校不安への対応について
（1）コロナ禍での受診控えの状況は把握していますか
（2）医療費の状況は例年と比較してどうなっていますか
（3）受診控えで市民の健康への影響は出ていませんか
（4）来年度の保険税への影響は考えられますか
（1）コロナ禍での長期休庁中の相談体制は検討されていますか
（2）働き方改革がすすめられる中、職員の年末年始の休みは十分確保す
　　　る体制は取れますか
（1）福祉施設等の従事者のPCR検査はできていますか
（2）医療機関の従事者のPCR検査はできていますか
（3）厚労省の11月19日付事務連絡の「高齢者施設等への重点的な検査の
　　　徹底」の要請への対応は検討されていますか
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伊
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東
城

　源

木
村
か
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望
月
克
治

茅野市におけるマイナンバーカー
ドの普及促進について

縄文プロジェクトの推進について

観光振興について

水田農業における今後の施策につ
いて

ふるさと納税で茅野市は元気にな
っていますか

重度障がい者の居場所への対策に
ついて

コロナ禍における学校の対応につ
いて

国民健康保険の令和３年度の見通
しについて

年末年始休業中の市役所の相談体
制について

福祉施設や医療機関の従事者への
定期的なPCR検査について

新地域公共交通システムの「実証
運行」について

茅野市公共施設再編計画（案）のス
ポーツ施設について

コロナ禍における市内の宿泊業、
製造業、飲食業、小売業の現状とそ
れに対する市の経済対策について

コロナ禍における地域活動について

12月定例会一般質問通告一覧（つづき）
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開催しました。新型コロナウイルス感染症対策で予約制にて人数を制限した中での開催ではありましたが、
22人の参加をいただき、茅野市の大きな事業について、３つのテーマに分かれて自由な意見を出していただ
きました。いただいた意見の一部を紹介します。
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　ではないか。
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　成立しなければタクシーと変わらないと思う。
・高校生の送迎は負担が大きいので是非とも本格運行につな
　げてほしい。

◉公共交通

・プライバシーの観点から地域との関わりが薄くなっている中、コロナ禍でさらに薄くなっていることが心配。
・障がいのある方は情報が受け取りづらい面がある。
・介護施設の人手不足の解消を支援してほしい。
・保育士さんの労働と賃金のバランスを充実してほしい。

◉学校教育・福祉

　本来ならば年２回開催予定でしたがコロナ禍のため令和２年３月は中止になり、今回の開催となりま
した。新しい生活様式となり戸惑いと不安で、行政・議員に対する要望も多く、これからも市民の皆さ
んの心の声を聞き逃すことなく、議員として取り組むことが活動の根本だと捉えています。
　このほか、皆さまからいただいた意見は、市議会ホームページに掲載しています。
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要　　　　　　　旨
（1）茅野市におけるマイナンバーカードの普及状況について
（2）マイナンバーカードでの特別定額給付金の交付結果について
（3）マイナポイントの普及促進について
（4）マイナンバーカードと連携できる仕組み作りについて
（1）第５次総合計画における縄文プロジェクトの取組について
（2）「縄文ドキドキ総選挙」の結果を受けて、更なる縄文の普及について
（1）「観光による地域づくり」の考え方について
（2）解散前の茅野市観光協会の考える、４エリアの特徴ある構想はどの
　　　様に引継がれているか
（3）ちの観光まちづくり推進機構と連携した観光によるまちづくりにつ
　　　いて
（1）主食用米の生産抑制への対応について
（2）経営所得安定対策等交付金の対象作物である「そば」の今後の展開に
　　　ついて
（3）転作作物における今後の取組と担い手対応について
（4）荒廃農地対策について
（1）地区コミュニティ運営協議会の活動について
（2）公民館活動について

（1）コロナ禍における市内の宿泊業、製造業、飲食業、小売業の現状に
　　　ついて
（2）茅野市の経済対策について

（1）通学バスの実証実験のねらい（目的）について
（2）通学バスの数値目標について
（3）通学バスの目標達成のための手だてについて
（4）乗合オンデマンドタクシーの「実証運行」の料金設定について
（5）乗合オンデマンドタクシーの実証実験のねらい（目的）について
（6）乗合オンデマンドタクシーの数値目標について
（7）乗合オンデマンドタクシーの目標達成のための手だてについて
（8）「実証運行の見直し」について
（1）近隣市町村との連携は
（2）陸上競技場としての機能維持とはどういったものか
（1）ふるさと納税の仕組みは
（2）ふるさと納税による増収と減収の推移は
（3）茅野市の魅力がアピールできているか
（4）今後の取組の意気込は
（1）生活介護の事業所、地域活動支援センターの利用の現状について
（2）重度障がい者と家族のニーズへの対応について
（3）重度障がい者の受入体制の拡充について
（4）障がい者の暮らしを考える場について
（1）休校、学級閉鎖時のオンラインを含む対応の準備について
（2）保護者やこどもの意見を反映した協議の現状について
（3）コロナ禍における登校不安への対応について
（1）コロナ禍での受診控えの状況は把握していますか
（2）医療費の状況は例年と比較してどうなっていますか
（3）受診控えで市民の健康への影響は出ていませんか
（4）来年度の保険税への影響は考えられますか
（1）コロナ禍での長期休庁中の相談体制は検討されていますか
（2）働き方改革がすすめられる中、職員の年末年始の休みは十分確保す
　　　る体制は取れますか
（1）福祉施設等の従事者のPCR検査はできていますか
（2）医療機関の従事者のPCR検査はできていますか
（3）厚労省の11月19日付事務連絡の「高齢者施設等への重点的な検査の
　　　徹底」の要請への対応は検討されていますか
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茅野市におけるマイナンバーカー
ドの普及促進について

縄文プロジェクトの推進について

観光振興について

水田農業における今後の施策につ
いて

ふるさと納税で茅野市は元気にな
っていますか

重度障がい者の居場所への対策に
ついて

コロナ禍における学校の対応につ
いて

国民健康保険の令和３年度の見通
しについて

年末年始休業中の市役所の相談体
制について

福祉施設や医療機関の従事者への
定期的なPCR検査について

新地域公共交通システムの「実証
運行」について

茅野市公共施設再編計画（案）のス
ポーツ施設について

コロナ禍における市内の宿泊業、
製造業、飲食業、小売業の現状とそ
れに対する市の経済対策について

コロナ禍における地域活動について

12月定例会一般質問通告一覧（つづき）
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